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本！『L特有の未利用および低利111の水産資源を食料資源蝉としての利用，あるいはそれら水産資源に

含まれる特殊成分の有効利用を図り，地域水産業振興に役立てるため，’'4の委託Ijiご業として実施した。

昭禾Ⅱ62年度は，山陰沿岸で漁独さｵIるホソトピ，ツクシトビウオ，シイラ，ヌタウナギ（|]１口類

の一種），ウマヅラハギを対象魚とし，その一般成分とその他の有効栄養成分について，魚体部位

別の含量と全魚体における分布を系統的に検,;Ｉするとともに，魚体の人きさ，雌雌糀の生物学的饗

因による差異をIll1らかにすることを目的とした。

試験方法

１．試料の採取と方法

供試魚の漁獲年月日，漁盤場所，魚体の大きさ，漁独後分析までの保管方法は炎’に示した。各

供試魚は水揚げ後直ちに氷蔵して実験室に搬入（トビウオは水揚げ後２時間，シイラ５時間，ヌタ

ウナギ３時間，ウマヅラハギ６～８時間以|ﾉ]）した。体ｉｎ，体長などを測定後，各部位に分けフー

ドカッターにかけて細切．真空包装したのち-80°Ｃで凍結し，分りTに供するまで保ｲﾄﾞした。

２．分析方法

（１）一般成分の分析は，マニュアル記載のﾉﾉ法'）に従って行なったが，脂質含量はＢｌｉｇｈ－ＤＹｅｒ

法によって測定した。

(2)脂質組成は抽出した脂質について，MerkKieselgel60プレートを用いて，、－ヘキサン：

ジエチルエーテル：酢酸（８５：１５：１，Ｖ／V）を展開溶媒として展開後，３％（W／V）酢酸銅－８

％リン酸試薬を噴霧し，150℃で15分加熱発色後，クロマトスキャナ（騰津ＣＳ－９３０）を使用して

測定した。

(3)脂肪酸組成は，抽出した脂質をケン化したのち，１４％三フシ化ホウ素一メタノールにより脂肪

酸メチルエステルを得た。この試料についてガスクロマトグラフ（日立063型）によって分析を行っ

た。分析条件はUnisole3000ガラスカラム３励鰄×２ｍ，カラムiM度は220℃，窄素ガス流速は

30願〃､inである。
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組織中のＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）とＤＨＡ（ドコサヘキサエン酸）量（ｍg／１００，
組織）は次式によって算出した。

ＥＰＡ（ＤＨＡ）、,＝脂質量（〃1009組織）×1000×（ＴＧ％×0.96＋ＰＬ％0.52＋

ＦＦＡ％）×ＥＰＡ（ＤＨＡ）％

(4)レチノール（ビタミンＡ）とトコフェロール（ビタミンＥ）は，組織（１～４１）に12厩'の６０

％メタノール（１％ピロガロール含有）と2.2"'の50％ＫＯＨを加えてケン化したのち，不ケン化

物をl51mlの、－ヘキサンで抽出した。レチノールはＣｈｅｍｃｏｓｏｒｂ５０ＤＳ－Ｌカラム，トコフェ

ロールはCosmosil5SLカラムを用い高速液化クロマトグラフィーによりそれぞれ定量した。

（５）リポフラビン（ビタミンＢ２）はルミフラビン蛍光法2)により定過した。

（６）エキス成分は，試料を冷水で抽出し５％トリクロール酢酸（ＴＣＡ）で除蛋白後，上澄液の窒

素量をケルダール法により測定した。遊離アミノ酸は冷水抽出液をスルホサリチル酸で除蛋白した

のち，アミノ酸分析計（日立835型）で定量した。また全アミノ酸は組織50～lOOmyを６Ｎの塩酸

lOmFで加水分解後，アミノ酸分析計で定量した。

（７）ミネラルは,アルミルツポ中で組織を乾式灰化後に１％の塩酸で溶解し，原子吸光分析法によっ

てＣａ，Ｆｅ，Ｚｎ,Ｃｕを定量した。またＰはマニュアル記載のパナドモリブデン酸吸光光度法によ

り測定した。

結果および考察

１．トビウオ

（１）山陰沿岸に来遊するトビウオは，産卵期のホソトビが主体で－邪ツクシトピウオが漁獲され

る。両魚種とも形態的によく似ているが．ホソトピはツクシトビウオに比べ小さく漁法も異なる点

（炎ｌ）で通常lﾒ:別されている。部位別歩留（炎２）てはホソトピはツクシトビウオに比べ体重，

各部位重fitはおよそ1／2となっているが，部位適量比（％）は生殖腺を除きliIij魚種ともほぼ一様な

数値を示している。

（２）一般組成（表３）は，魚種による０１]解な差jdLは認められないが，雌雄による差災が水分と蛋白

質に認められた。すなわち両魚種とも脂質含量。灰分は一定した値を示したが雌の蛋白質は雄に比

べ１～1.3％低く，水分含量は0.8～1.5％程高い。部位別に比較すると蚤１２１質は普通肉，血合肉，

内臓の順に多く，脂質含熾は内臓､血合肉，生例((腺の順に多く普通肉は最も少ない。また灰分は頭・

骨・その他，内臓、普通肉の順に多い。

（３）エキスＮ（表４）は，魚種による鐘拠が認められ，ホソトビはツクシトビウオに比べ血合肉，

内臓，頭・骨・その他の部位にエキスＮが多いが，普通肉は低い値を′｣〈している。ＩＩｌｊ魚種とも雌雄

にかかわらず，頭・骨・その他のエキスＮは最も低かった。
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(4)脂質組成（表５）は，両魚種とも頭・骨・その他にトリグリセリドが多いが，ツクシトビウオ

の雄，ホソトビの普通肉ではリン脂質が最も多い。ツクシトビウオ、ホソトビとも卵巣中の脂質は

ほぼ同様な組成となっている。遊離脂肪酸は内臓，卵巣，精巣に多い。

（５）脂肪酸組成（表6,7,8,9）は，両魚種の各部位とｔＣ１６:0酸が25.0～36.2％と最も多く，次い

でＣ18:0酸の8.2～19.5％が高い。Ｃ２０:5酸（ＥＰＡ）は3.1～5.4％の水準となっている。雌雄に

よる差異は特に認められない。また組織100,中のＥＰＡは両魚種とも内臓，頭・骨・その他の順

に多く，普通肉が低い。ＤＨＡはホソトビの血合肉が最も高い値を,j代したが，ツクシトビウオでは

ＥＰＡと同様に内臓，頭・骨・その他の部位に多い。

（６）エキス成分（表10,11,12,13）は，内臓に多く頭・骨・その他の部位に少ない傾向が認められ

た。タウリンは血合肉,内臓､生殖腺に多く，普通肉の３～５倍多く含まれている。全アミノ酸は，

普通肉が全部位中で最も多く，内臓は少ない。

(7)ビタミン類（表14）は，レチノールが両魚種とも内臓に最も多く普通肉には少ない。トコフェ

ロールも同様な傾向を示している。リポフラピンは普通肉では少なく，ホソトビの雌の卵巣で高い
値を示した。

（８）無機物（表15）については，Ｃａ，Ｐが頭・'|ｻﾞ・その他に多く，Ｆｅは内臓に多い。Ｚｎはホソ

トビの内臓に多いが，ツクシトビウオでは頭・骨・その他に多い。Ｃｕは全体的に低い値であっ
た。

（９）魚体lOOy当りの成分（表16）は，一般組成でツクシトビウオの水分含量がホソトビよりｌ～

２％多く，粗蛋白質，純蛋白質は両魚種とも雄が多い。リポフラビンは雌が雄のおよそ２倍多く含

有しているが，トコフヱロールは雄が雌より２倍程多い。ＥＰＡ，ＤＨＡはツクシトビウオよりホ

ソトビがそれぞれ２倍程多い。無機物に関しては,魚種,雌雄による差異は特に認められなかった。

２．シイラ

（１）７月から８月に山陰沖に来遊する産卵期のシイラを対象とした（表ｌ）。試料魚は中型魚と小

型魚（包丁シイラ）に区別したが，両区ともシイラ特有の形態は/j〈していない（雄の頭部は吻端ま

で盛り上がる）。中型魚の雌では既に生殖腺が成熟しており，部位歩留（表17）でilJll巣電量269

,,部位別重量比8.0％となっている。小型魚の生航腺は未熟で小さく，雌雄の判別ができなかっ

た。また中型魚の雄の頭・骨・その他の部位は敢髄比で34.8％と商い値を示している。

（２）一般組成（炎18）では，蚤If]質は皮、普通肉に多い。脂質含駄とも中型魚に比べ低い値となっ

ている。灰分は中型魚の雄では頭・骨・その他が最大値を示し，次いで皮が高い値を,灰している。

（３）エキスＮ（表19）は，中型魚に比べ小型魚は普通肉。血合肉illに多いがlﾉ}|職には少ない。

（４）脂質組成（炎20）は，普通肉，血合肉、皮，蚊・骨・その他の祁位でトリグリセリドが80～９０

％を占めている。「'１型魚の雌の卵巣にステロールエステル＋炭化水素が49.1％と多いことが認めら
れた。

（５）脂肪酸組成（炎21.22,23,）は．いずれのiWl位もCl6:0酸が最()多く，次いでＣ18:l酸，Ｃ22:６

－１００－



酸(ＤＨＡ)が多い。Ｃ20:5酸（ＥＰＡ）は中型魚で５％前後，小型魚でほぼ４％の水準にあった。

ＥＰＡ，ＤＨＡは，中型魚では頭・骨・その他，血合肉に多く，中型魚の雄は血合肉に多いが頭・

骨・その他は少ない。小型魚では皮に多く含まれる。全部位においてＤＨＡがＥＰＡの２～３倍多

く含まれている。

（６）エキス成分（表24,25,26）は．内臓に多く，皮１頭・骨・その(山の部位に少ない傾向がみられ

た。タウリンは血合肉，内臓に多く，中型魚では普通肉のおよそ６～７倍含まれ，」､型魚では９～

10倍となっている。また普通肉にはヒスチジンが多く含まれることが特徴として挙げられる。全ア

ミノ酸は普通肉，皮に多く，内臓に少ない。

（７）ビタミン類（表27）は，レチノールが中型魚の内臓に多いが，小型魚ではほぼl／3以下と少な

い値を示している。また小型魚は頭・骨・その他を除きどの部位においてRb｢'1型魚より低い水準と

なっている。トコフェロールもレチノールと同様,中型魚に多く，小型魚は低い傾向を示している。

リポフラビンは中型魚．小型魚とも普通肉が最も低いがどの部位もほぼ一定した値を示しており兼

異は認められない。

（８）無機物（麦28）は，Ｃａ，Ｐとも頭・骨・その他，皮に多く含まれる。皮に多いのは魚鱗の存

在によるものと考えられる。Ｆｅは内臓，血合肉に多い。Ｚｎは中型魚の雌の卵巣に多かった。Ｃｕ

は普通肉には微量しか含まれておらず，内臓に0.3～0.9腕ｇの範囲で含まれていた。

（９）魚体100Ｊ当りの成分（表29）は，一般組成で中型魚の雄の水分含量が２～３％低いが，灰分

は1.4～1.8％多く含まれる。レチノールは中型魚がおよそ６５０１Ｕとなっているが，小型魚では192

ＩＵとl／3程度となっている。タウリン，リポフラビン，トコフェロール，無機物については．魚

種、雌雄による差異は特に認められなかった。

３．ヌタウナギ

(1)ヌタウナギの部位歩留（表30）は，可食部が最も多く，次いで内臓・その他，皮の順になって

いる。ｎJ食部には骨格（脊椎）も含まれている（分別がｲﾐ可能であったため）。試料としたヌタウ

ナギは全て卵を抱えた雌であった。

(2)一般組成（表31）では，蛋白質は卵28.0％，皮18.9％の順に多く，｛i｢食部，内臓・その他には

少なかった。脂質含量は皮，卵，内臓・その他の部位に多く，ほぼ20％の水準に達している。灰分

は卵で4.4％と他の部位に比べ高い値を示している。

(3)エキスＮ（炎32）は，内臓・その他，卵，可食部，皮の順に多かった。内臓・その他、ｎJ食部

では全Ｎに占めるエキスＮが20％を上回っている。

（４）脂質組成（表33）は，どの部位でもトリグリセリドが90％以上を占めている。

（５）脂肪酸組成（表34）は，全ての部位でCl8:1酸が最も多く，次いでCI6:O酸となっている。他

の魚種に比べモノエン酸が卵を除きどの部位も50％前後を占めている。ポリエン酸では．Ｃ22:5酸

が最も多く，次いでＣ22:6酸（ＤＨＡ）、Ｃ20:5酸（ＥＰＡ）となっている。ＥＰＡは卵に多く含
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まれ1254.4噸の値を示したが，他の部位ではＥＰＡ，ＤＨＡとも低い水準となっている。

(6)エキス成分（表35）は，可食部に多く，プロリンが419.3ｍ，含まれていた。タウリンは内臓・

その他の６５．５，Ｊが最大で他の部位には少ない。全アミノ酸は，卵に他の部位よりも多く含まれて

いた。

(7)ビタミン類（表36）は，レチノールが内臓・その他，卵の順に多く含まれ，’1｢食部，皮もｌＯＯ

ＩＵを超えている。トコフェロールは卵が最も多く2.95,,を示した。リポフラビンは皮が5.3,,

を示し，ヤツメウナギ6.0,,3)とほぼ同等の値を示した。

(8)無機物（表37）は，Ｃａがどの部位も低い水準にあり，内臓・その他の31.0,Ｊが最大で．卵

は５．６，９の値となっている。Ｆｅは卵の２．２，，が最大で内臓・その他，ｎJ食部の順に多い。Ｚｎは

り|]に2.1ｍｇ含まれ，可食部と内臓・その他は１．０，Ｊで同じ含量となっている。Ｐは皮に少なく，

他の部位はほぼ100～160ｍｇの水準となっている。

４．ウマズラハギ

(1)ウマヅラハギ（表１）は，小型底曳船に漁獲されたもので，体長12.1c鯛，体jE28.1,の'｣､型魚

である。通常，このサイズのものは船上で投棄される場合が多く，水揚げされるものはわずかであ

る。

（２）一般組成(表40)は、水分含量が筋肉，頭・骨・その他は80％であったが，内臓は57％と低かっ

た。蛋白質は筋肉，頭・骨・その他，皮の順に多かった。脂質含量は内臓（主として肝臓）が32％

と高い値を示したが，その他の部位は１％前後と低かった。灰分は皮に多く，次いで頭・骨・その

他に多かった。

（３）エキスＮ（表41）は，内臓に多く，全Ｎのおよそ1／3を占めていた。皮，頭・骨・その他は少

なかった。

(4)脂質組成(表42)は，筋肉ではリン脂質が65％を占め、トリグリセリドは３％と極めて少なかっ

た。皮，頭・骨・その他のリン脂質とトリグリセリドは，ほぼ30％前後となっており，内臓の93％

はトリグリセリドが占めている。

(5)脂肪酸組成(表43)は，いずれの部位においてもCl6:０酸，Ｃ18:ｌ酸，Ｃ２２:6酸が多く含まれ．

Ｃ16:0酸が20％以上の値を示した。ＥＰＡ，ＤＨＡは内臓に集中しており，EPAl800mJr，DH

A4300m9となっているが，他の部位は脂質含肚が少ないこともあって，内臓の1／30～l／70程度

の値となっている。

（６）エキス成分（炎44）は，内臓に最も多く含まれ，他の部位は内臓のおよそl／3となっている。

タウリンは頭・骨・その他，筋肉，内臓の111mに多く，筋肉ではエキス成分のおよそ70％を占めてい

る。全アミノ酸は，筋肉，頭・骨・その他，皮の順に多い。

（７）ビタミン類（炎45）は，レチノール，トコフェロールは内臓に多い。リポフラビンは皮に多

い。
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(8)無機物（表46）は，Ｃａが皮の4600,t，と最も多く，次いで頭・骨・その他となっている。Ｆｅ

は皮，内臓，頭・骨・その他の順に多く、筋肉は皮のおよそ1／7であった。Ｚｎは皮に6.9疵，含ま

れているが，筋肉の皮の1／10以下と低い。Ｃｕは各部位とも低い値を示した。

(9)魚体100Ｊ当りの成分（表47）は，一般組成の脂質のうち80％が内臓由来のものである。ダウ

リンは，380腕，と高い値を示している。またＥＰＡ，ＤＨＡの含量も内臓に依存している。
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表１供試魚の概要

藍ｍＴブ歴 ９Ｍ
｣上１１．

傘１ｺ=［ＣｍＪＩ４△ＥＰ

封巾沿岸浜汪 【lＢ４

9ｍ Ｕ

jＺ－８ 兵田而抑合

J7５］
。
』

、、 ］

媒出

-6翌荊［

魚種

ホソトピ ９

ホソトピ ＄

ツクシトピウオ９

ツクシトピウオ３

シイラ中型字

シイラ中型８

シイラ小型

ヌタウナギ

ウヤズラハギ

￣

試

審

科

号
￣_｡

1

２

３

４

５

６

７

８

９

－－‐

魚体の大きさ

漁獲年月日漁獲場所水揚揚所漁法分析までの保管法供試尾数
体長⑭､）体重(②

62.7.23浜田市沿岸浜田港定箇網-80℃２１．３105.4２０
””””” ２１．１103.4２０

””” 抄網 ２７．６225.110”

〃”〃〃” ２６.ｌｌ９Ｕ６１０

62.8.13浜田市沖合〃シイラ潰 ６８．５３３７００４”

””””” ６６．３2975-0４

””””” ４４８1127.0７

6２．７．１１浜田市沿岸” アナゴ篭

62.1Ｌ２８”” 小型底曳網

５４．５336.8１０”

１２．１２８」１０”



表２各部位の歩留り

試料
番号
魚種 魚体の大きさ 部位あるいは組織

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭・骨・その他

Ｌｏｓｓ

晋通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭・骨・その他

Ｌｏｓｓ

普通肉

血合肉

内職

生殖腺

頭・骨・その他

Ｌｏｓｓ

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭・骨・その他

Ｌｏｓｓ

ｊ９く
４
１
６
１
３
９
９
５
１
７
７
５
５
８
４
２
６
６
０
２
６
０
６
２

藝
奴
ａ
４
４
６
Ⅵ
９
且
３
４
弧
３
昭
ｍ
ａ
ｎ
拠
爪
卯
８
４
２
６
２

３
４

６
１

１

位～割

部位重避比（殉

４５．０

４８

４４

３．９

３４．５

７．５

４８．３

５．３

３．０

４．５

３５．５

３．４

４８．２

４．８

２８

７．６

３３．１

３．４

５０．９

４３

２．４

１０

３４．９

６．４

１１ホソトピ? 105.4(9)２１．３(cmD

ホソトピ８ 103.4(の２１１(cm0２

３ ツクシトピウオ９ 225.1(の２７．６(c､）

ツクシトピウオ８４ 190.6(の２６．１(cnO

表３トピウオー股組成（％）

試料
番号

魚種 部位

普通肉

1ｍ合肉

内臓

生殖腺

頭・骨・その他

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭・骨・その他

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭・骨・その他

普通肉

血合肉

内臓

頭・骨・その他

水分

７９．８

７９．０

７８．７

７９．８

７４．４

７８．３

７８１

79.1

８５．３

７３．０

７８．８

７８．７

77.1

８０．４

７１．１

７８．０

７７．１

７７．５

72.0

粗蛋白質

１９．５

１８．９

１７．６

１６．１

１５．３

２０．８

１９．５

１６．１

１２．９

１６．４

１９．８

１９．０

１６６

１４．８

１６．４

２１．８

１９．３

１４．１

１５．８

脂質

0７

２３

３．６

２．４

１．８

０．８

２．６

３．６

１．４

２．７

０．９

２．０

４．９

２．２

４．２

０９

２．７

9.1

３．９

灰分

1５

１．３

１．７

Ｌ２

８．８

１．５

１２

１．６

１．５

g５

Ｌ７

Ｌｌ

Ｌ９

Ｌ３

９．７

l６

Ｌ３

１．５

８．３

ホソトピ９１

２１ホソトピ８

３１ツクシトピウオ９

４ ツクシトピウオ８

－１０５－



表４トビウオ中の全Ｎと全エキスＮ量（Nmg／１００９）

試料
番号 魚種 部位

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭・骨・その他

普迦肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭・骨・その他

普血肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭・骨・その他

普通肉

血合肉

内臓

頭・骨・その他

全一Ｎ

３１１７

３０２６

２８０８

２５７８

２４５１

３３２０

３１２３

２５７１

２０５９

２６２７

３１７３

３０４０

２６６１

２３６８

２６１９

３４８８

３０８２

２２６２

２５２２

ｴｷｽN／全一N(殉

］0.1

10.4

３６．５

９．１

６．９

９．９

８．８

３４．１

１２．２

７．８

１３．１

８３

２８６

１６．７

５．５

１０．０

７．５

３４５

５．６

エキス－Ｎ

３１５

３１５

１０２４

２３４

１６８

３２８

２７５

８７６

２５１

２０６

４１５

２５３

７６０

３９６

１４５

３４８

２３０

７８１

１４１

１ ホソトピ９

２ ホソトピ ８

３１ツクシトビウオ９

４ ツクシトピウオ８

表５トビウオ中の部位別脂質組成（％）

試料
番号

全脂質

緬､ｌ雪7E-n薊璽;7＝５ 舵 謡
試料 性別 部位

皿
一
麹
釦
岬
恕
“
｜
州
郷
躯
汕
｜
汕
哩
到
辿
、
｜
岬
細
町
輝
山

Ｓ
｜
躯
哩
頑
邪
知
一
ｍ
躯
哩
哩
一
獅
岬
嘩
秘
躯
一
岻
呼
、
泌
町

Ａ
ｌ
６
８
０
－
８
２
１
９
１
９
４
８
６

Ｆ
３
５
２
８
２
４
９
９
２
５
８
８
０
３
５
６
６
４
３

Ｆ 池
一
恥
到
獅
汕
叩
一
刎
緬
称
卸
一
理
麺
四
刻
剛
一
洲
岬
“
剛
吋

普通肉

血合肉

内臓

卵巣

その他

９
０
９
２
２

●
●
の
●
◆

０
２
４
２
４

４
１
１
２
４

■
●
■
●
■

０
０
０
０
１

位
ぼ
け
吐
仕
一
四

４．６

７．４

２ｑ７

１８．５

４．８

２．９

４．６

５．８

３．９

０９

5.1

30.5

10.7

６．５

２８

２７

２２．６

５．１

３．８

ツクシ

トピウオ
３ ９

普通肉

血合肉

内職

その他

９
７
１
９

■
■
□
●

０
２
９
３

５
１
２
４

◆
■
●
■

０
０
０
１

ツクシ

トビウオ
４ ８ 旧

叩
一
唖
ぼ
け
、
叩
一
順

肉
肉
臓
巣
他
肉
肉
臓
巣
他

適
合

適
合

の

普
血
内
卵
そ
普
血
内
精
そ

叩
躯
弧
塑
佃
一
眼
汕
汕
四
ｍ

３
１
２
１
６

■
。
●
●
□

０
０
０
０
０

I ホソトピ ９

４
１
１
１
０

０
●
①
□
●

０
０
０
０
１

， ホソトピ’３ 2.6

ｔｒ

０．２

注）ＰＬ：リンH雛１，ＭＧ，ＤＧ，ＴＧ：モノ，ヂ，トリグリセリド，Ｓ：ステロイド，ＦＦＡ：鑓i1fllIT肪砿
ＳＥ：ステロールエステル，ＨＣ：炭化水素

－１０６－



ホソトピ９（試料番号ｌ）の部位別脂肪酸組成（％）表６

~禧房憲一
脂肪含量％
Ｃｌ４：０

１５：０

１６：０

１７：０

１８：Ｏ

Ｃｌ２：１

１４：１

１６：１

１７：１

１８：１

２０：１

２２：ｌ

Ｃｌ８：２
１８；３

１８：４

２０：２

２０：４

２０：５

２２：３

２２：４

２２：５

２２：６

飽和酸
モノエン酸

了;鵲ﾜﾗiTiii鍔ii耐
HAmg／組織100

４．４

ｑ８

０．７

普通’

iii；

血合肉
２３

１．８

０．６

２i:：
１８．２

卵巣

；i；
Ｌ２

３ｉ；
８．２

内臓
a６

Ｌ２

ｑ９
３０．１

１．９

１９．５

頭・骨・皮

ｉ；
寵
0.1一咽叩、躯胆一率叩叩叩皿邪

｜泡哩蛎恥Ｍｌｍ叩哩、諏蝦

、叱駈、叫一咽叩叩咀噸琳皿岨辿嘩一討哩釦而鎚

７
８
４
８
４
５
４
１
５
０
７
１
６
５
９

２
０
０
０
４
４
１
０
１
３

４
５
３
５
５

■
□
■
■
●

５
０
８
３
２

１

６
６
４
６
４
３
７
４
２
４
３
４
４
２

０
０
０
２
３
０
０
２
０
４
３
２

－
２
３
８

１
２
８

４
認

一叩胆泡而釦郵一蛆珂Ｅ
Ｄ

９
９

表ｱ

ﾆ露薑薑=;＝
Ｃｌ４：０

｝:ｉＩ
｝RiI

cIiiI
liiI
朧｝
２２：ｌ

ｃ｝:！；
｝iii
：I型
誰；
２２：５

２２：６

飽和酸
モノエン酸

ポリエンー酸一
ＰＡｍｇ／組織l00
HAm8l／組織100

ホソトピ８（試料番号２）の部位別脂肪酸組成（％）

部位

０．８

４．８

０．８
普通，

iii

血合肉
２６

１．９

２Rｉ
ｌｋｉ
ｔｒ

可臓
３．６

１．８

ｑ６

２ｉＩｉ
ｌ２５

ｑｌ

●
●
や

頭･肯・ヒレ･皮

２７

５．４

１．１

２６．０

２．０

１０．４

ｑｌ

ｔｒ

５．９

０．９

１７．８

４．６

３．０

２３

０８

０．８

０．４

２．５

３８

０２

０．６

２１

９．２

４４９

３２．３

２２７

Ｍ｜、叩雑、岬
｜“叩錘郡叱－，Ｍｍ“翠辿叱叩型、｜い”駈一坤汕

率叩咄“、｜ｎＭ叱叩鋼蛆叩哩“ｗ一坪吋巫｜麺、

４
５
２
５
９
６
２
１
３
９

１
０

２
０
Ⅵ
ａ
Ｌ
２
０
０
０
２
３
０
Ｌ
２
ａ

１
０

４
２
２

躯、野蛆哩一鍜肥Ｍ叩詔如皿叩嘔叩一“封籾

Ｅ
Ｄ

９
９ 87.7

197.3

81.2

196.2
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表８ ソクシトビウオ９（試料番号３）の部位別脂肪酸組成（％）

-|藷襄=;＝
Ｃ１４：０

１５：０

１６：０

１７：０

１８：O

Ｃ１２：１

１４：１

１６：１

１７：１

１８：１

２０：1

－２２：ｌ－
Ｃ１８：２

１８：３

１８：４

２０：２

２０：４

２０：５
２２：３

２２：４

２２：５

－22-ＬＬｉ
飽和酸
モノエン酸

一ポリエン酸一
ＥＰＡｍ８／組織ｌＯＯ
ＤＨＡ１Ｉｇ／組織1００

普通侭
０．９

４．２

１．０

３６．２

２０

１２．０

ｔ｢

３．７

０．５

１１．９

０．６

血合肉
2.0

２．６

ｑ９

２８．１

２．３

１８．６

』
２
５
４
２
９
４
－

職
７
５
３
７
７
ｒ
’

３
１
３
２
５
ｔ

内

頭･’骨･皮・ヒレ
４．２

５．７

１．４

２９．４

２．８

１１．０

０.ｌ

ｔｒ

５．８

０．９

１４．３

０．８

－
４
３
０
７

●
Ｐ
■
■

２
０
２
０

１

’
０
０
１
８

５
２
８
０

１

坐
９
３
９
８

２
６
５
４
２
５
３
３
３
７
９
０
０

１
０
０
０
２
３
０
０
１
９竺

１
５
５
３
４
１
２
０
４

４
７
０
０
６

１
０
０
０
２
４
０
１
１

５
６
８
７
８
２
０

０
４
４
３
１
１

□
■
■
●
●
●

１
０
０
０
２
３

順叩叱叫邪砠嘔叩、些州邸鈍一報唾

７
７
０
４
８
２
３
８
１
８

Ｌ
０
Ｌ
０
Ｌ
４
０
０
２
４
５
２
２

－
０
９
８

Ｌ
Ｌ
Ｌ
２
５
２

５
１
３

９
９

表９ ソクシトビウオ８（試料番号４）の部位別脂肪酸組成（％）澪
洲
到
緊

普通Ｆ
０．９

４．４

0.3

338
13.4

血合医
２７

２６

１．２

１；

内臓
９．１

４．４

１２

２８．８

２．６

１０．８

０．１

０１

s０

１１

１６．５

Ｌ３

０．２

１．７

０．７

ｑ８

ｑ７

２３

４１

１．１

０．８

２．１

１３．８

４７．８

２４３

２８．１

３１０．４

１０４４８

頭・骨・皮
３．９

５．４

１５

２９．９

２．７

９．３

ｑｌ

ｔｒ

６５

１０

］５．４

０７

’
９
５
３
１
５

⑰
■
●
Ｂ
□

０
２
０
９
０

４
２
８
４
２
２
３
１
５
３
１
４
５
８
９

Ⅵ
１
Ⅵ
２
０
５
０
０
０
３
４
０
０
０
７
７
９
３

４
２
２
７
５

一一咀叩唖山旧幻一

０
３
３
２
５
１

●
Ｐ
Ｇ
●
■
●

１
０
０
０
２
４

Ｌ５

Ｌ７

２０．７

５４．４

１３．３

３２．３

２０７

１０４．５

７
７
２
８
７
４

０
１
４
８
３
７
Ⅵ
４

４
２
２
５
７
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表１０ホソトピ?（試料番号ｌ）のアミノ酸含量（mg／1009）

一一一一一EHL1聖
アミノ酸

夕ウリン

アスパラギン酸

スレオニン

セリン

グルタミン酸

グリシン

アラニン

シスチン

パ リン

〆チオニン

イソロイシン

ロイシン

チロシン

フェニルァラニン

リジン

ヒスチジン

トリプトファン

アルギニン

ハイドロキシプロリン

プロリン

オルーチン

アンセリン

合計

桁肉 血合肉 内臓 卵巣 皮・頭・骨

三J１F
遊離アミノ酸 令アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酷

JＩＬ
酸ノ
０
７
７
９
９
２
４

←
ビ

ア
他
１
３
７
１
３
７

１
１
１
Ｊ

１
ｌ

剛
と

遊

全アミノ酸

857.5

1547.0

636.4

728.3

2030.9

１０３４７

１３０２４

103.4

415.4

460.6

315.4

１１７４９

500.8

558.9

1249.5

４８９０

Ⅷ鰍一

1359

1867.7

800.8

834.7

1366.7

791.8

942.3

９３．７

783.8

574.7

481.7

1379.5

594.2

993.0

1584.4

7041.2

437.5

118.5

８３．５

89.0

142.7

６４１

１４３．４

１２．８

９６．１

６７．２

75,9

147.2

７９．４

８３．６

１３０９

４１．３

645.7

1323.6

645.3

742.1

1514.8

792.6

980.2

118.5

556.2

３０．８

360.0

1032.6

500.0

583.5

1017.3

347.1

470.3

1142.6

634.1

977.6

1658.3

848.6

957.1

112.3

452.7

338.5

252.0

899.9

634.3

499-6

825.9

321.5

４
２
４
８
１
７
０
０
１
６
３
６
８
２
７
１

口
①
。
■
■
巳
０
＋
●
●
●
。
■
■
■
■
ロ

２
５
６
６
７
０
４
１
４
２
４
６
７
７
２
３

８
１
１
１

５
１

６
３
１
７
６
５
９
０

■
■
凸
●
。
。
■
ロ

５
２
５
８
６
７
３
７
２
３
１

一
。
②

２８ 1099.6

４４．２

524.5

１６．５

100.3

15714.2

1099.6

４４．２

524.5

１６．５

100.3

15714.2

3.4 893.4

９１．０

584.8

８．０

91.0

15073.3

131.1 ８７４８

62.2

572.7

６．ｉ

116.0

1７．６ 765.2

52.9

767.9

４１

３５．３

3.5 1115.2

667.7

1009.4

３．５

22.9

14568.0

10.5

０．６

765

35.0

21.9

1７－２ 3.6

０．５

42

401-8 759.0 2077.6 12650.7339.112822.1 775.4



表１１ホソトビ８（試料番号２）のアミノ酸含量（噂／1001）

部位 普通肉 ｛ 内臓 精巣 頭・骨・皮

Ｌｌｌ豆宝

hJIiIl

遊離アミノ酸 全アミノ酸 全アミノ酸 i雛アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸

０
５
１
６
６
５
８

■
Ｂ
』
。
●
■
■

１
１
６
４
９
７
６

９
１

117.3

1968.0

847.2

900.5

1430.0

1238.6

1592.2

150.5

820.4

610.7

511.1

1448.8

610.9

1206.3

1944.5

910.0

８
８
５
０
７
９
６
８
１
８
７
８
４
３
２
２

●
●
■
●
白
●
●
●
■
■
●
●
●
■
■
■

５
２
７
７
６
０
１
０
６
２
５
９
９
９
０
０

０
１
１
３

１
９

４
１

753.8

1614.5

653.6

741.7

2128.4

787.7

1283.2

９６．７

433.4

４８３．８

332.9

1239.4

５２８７

578.8

1295.1

490.8

１
７
５
４
４
５
５
１

■
●
●
●
由
■
●
Ｂ

４
１
４
６
６
５
６
７
５３

￣

￣

●

3.0 814.4

３２．３

６２４４

１７．３

別.６

6.4 889.0

55.6

539.8

７．９

１１３．１

964.3

638.4

937.7

０．９

28.8

13330.8

7．４

１．００５

532.8 17880.0 7414115047.911838.4112155.５１９３３２１９１７７．９１４Ｕ５



表１２ツクシトピウオ卒（試料番号３）のアミノ酸含量（mg／１００９）

部位 精肉 血合肉 内臓 卵巣 頭・骨・皮

LｌＤｉJJjiLJi
j三八二；

mllIJ

遊離アミノ酸 全アミノ酸 雑アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸 雛アミノ酸
102.0

14

９．０

４８

８．８

１０．９

１０．７

1045

1816.6

784.4

800.6

24746

837.0

1297.7

９９．７

581」

９９．０

488.5

1365.2

560.2

6643

1597.0

775.6

399.8

０．８

７．４

５．８

１１７

１２．０

２２６

８
６
７
７
５
６
５
５

●
●
●
ウ
リ
凸
●
●

２
２
３
４
６
５
３
１
２
４
２

２
８
５
０
１
５
１
７

企
Ｂ
０
●
■
ご
Ｐ
□

４
２
４
７
７
６
６
８
１
０
１

］
』
』

9.7 1080.0

６８．８

556.9

１８．９

７８．３

5.0
837.2

445.2

752.1

３．５

52.0

11823.0

１．４

２４１

1.4

17.4

473.7116ｌ４ａ９１６４０Ｂｌｌ３３２６２１１７１Ｍｌ１１２５Ｍ「で､万一｢I両面〒1－'三J壺了Ｉ



表１３ツクシトビウオ８（試料番号４）のアミノ酸含量（蝿／1009）

部位 精肉 血合肉 内臓 頭・骨・皮

Ⅱ１１Ｊ
アミノ酸

夕ウリン

アスパラギン酸

スレオニン

セリン

グノレタミン酸

グﾜシン

アラーン

システン

パ リ、ン

〆チオニン

イソロインン

ロ イシン

チロシン

フェニルァラニン

リジン

ヒスチジン

トリプトファン

アルギニン

ハイドロキシプロリン

プロ リン

オルーチン

アンセリン

ム、
息＋に！

遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸

6６．９

２．２

９．１

6.6

10.6

15.9

28.7

119.7

1956.6

877.9

871.9

1985.0

898.8

]431.1

136.8

675.7

620.0

565.0

1505.0

653.3

749.6

1748.2

830.5

119.7

1956.6

877.9

871.9

1985.0

898.8

]431.1

136.8

675.7

620.0

565.0

1505.0

653.3

749.6

1748.2

830.5

484.1

２．３

６．６

６１

１４９

１５．３

３２３

665.3

1492.6

609.9

709.3

1985.0

927.5

1236.8

94.0

408.9

455.9

305.5

1115.8

479.2

554.5

1183.6

432.4

８
９
８
６
７
３
０
１
６
９
９
６
９
５
５
２

●
●
■
弓
●
０
Ｆ
。
●
Ｃ
●
●
句
●
●
■

旧
肥
Ⅲ
別
醐
別
虹
Ｍ
別
冊
弱
阻
倒
躬
冊
蛆

４
１

１
１

１

577.8

1027.4

408.7

589.8

1263.4

７３２８

850.9

６６．３

293.8

259.0

172.7

699.0

340.8

３７１１

690.8

236.1

６
８
４
０
５
４
６
３
４
６
８
５
０
６
７
３

■
●
◇
■
■
■
己
Ｓ
●
Ｂ
●
■
●
■
●
●

４
３
６
７
０
３
７
１
４
２
４
７
９
５
７
３

８
２
１
１

９
１

４
９
２
８
１
３
１
５

，
■
●
●
の
①
●
■

５
２
５
７
８
７
２
１
１
７
２

１
５
４
３
９
３
１
６

■
ロ
■
●
●
■
●
●

６
３
５
９
８
７
２
７
１
６

－

￣

[、。

４６ 1219.4

６５．８

592.7

１２７

４３．２

1219.4

６５．８

592.7

１２７

４３．２

2.8 917.1

136.5

589.1

13.1

109.0

107.6 668.6

110.5

449.5

１４．５

751

9898.6

2.8 813.0

426.3

725.3

２．５

42.3

11652.7

４７

０．５

29.0

4991

０
４
２

２

３
１
９

冊

63.6

10.0

11.0

５．５

0.5

12.6

17558.917558.9 14421.0 1848.5 410.9



表１４トビウオ中の部位別ビタミン類の含量

fJFlTjJlLL
謝
藷 魚種

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭･骨･その他

0.51

1.50

2.10

0.78

0.52

0.23

0.07

0.09

0.03

0.18

０．０４

０．６１

０．６３

３．５７

ｑＯ９

ｔｒ

２

２８９

１

３８

ｔｒ

４６

６６１５

３５

１１０

ホソトピ９１

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭･骨･その他

１０

ｔｒ

218

８

２３

0．９２

０．９９

２．４３

０．５９

１．５６

0.44

0.05

0.07

0.03

0.55

２１

7

7257

１７０

６４

０．０５

０．６２

０．６７

０．４２

０．１０

ホソトピ８２

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭･骨･その他

0．３２

０．７７

１．９８

２．３７

０．６５

0．３７

０．０４

０．０６

０．１８

０２２

0．０４

１．９６

1.87

117

0.11

ｔｒ

8

8859

１７６

４６

ｔｒ

ｔｒ

２５２

１３

１５

ツクシトピウオ９３

普通肉

血合肉

内臓

頭･骨･その他

0．２２

１．７９

５．６０

２．６７

0．０５

０．５６

２．５９

０．１６

1

71

3471

１３２

ｑ11

0.08

0.06

0.93

１
３
劃
“

ツクシトビウオ８４

表１５トビウオ中の部位別無機物含量（Ing/１００９）

試料
番号

部位

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭･骨・その他

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭･骨・その他

普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

頭･骨・その他

普通肉

血合肉

内臓

頭･骨･その他

Ｃａ

９４．５

６０．３

144.7

55.4

6209.5

９２．８

４７．６

134.4

34.2

4864.7

115.7

８７．５

108.7

16.9

6433.6

45.1

６４．５

87.5

5985.4

Ｆｅ

、
｜
叩
ｎ
ｍ
邪
汕
｜
叩
哩
切
皿
躯
一
叩
哩
率
、
犯
一
叩
哩
旧
池

、
｜
皿
叩
叩
叫
皿
一
叱
叱
叩
ぽ
い
一
仕
叫
叫
叩
叩
一
叩
叩
Ｍ
叩

Ｐ

218.2

163.4

253.4

169.4

1756.8

214.3

175.6

219.4

215.2

1350.6

193.5

185.1

208.4

138.7

1811.6

195.6

164.3

199.1

1657.9

吐
汕
翠
型
“
｜
叩
如
耶
、
ｕ
｜
叩
蝦
邪
幽
ｕ
｜
叱
汕
咀
以

ホソトピ９１

ホソトピ８２

ツクシトピウオ９３

ツクシトピウオ８４

－１１３－



表１６トビウオ（試料番旨.ｌ～４）魚体lOO9当りの成分

【1９

鴇、

うＺ９

Ｆ１

■」

一

一

｡‐

[1８

8４

水分
(９）

粗蛋白
質(，）

脂質
(’）

灰分

(,）
タウリ

リ(卿

レチノー

ル(ＩＵ）
フンポピⅡノーフ
潮く

α－卜。

フ エ ロ-

ル（噸）

ＥＰＡ

(唾）
ＤＨＡ

(mg） ｑ㈱
Ｆｅ

(噸）
Ｚｎ

(咽）
Ｃｕ

(､g）

全魚体１００９当り

体内分布
ｊ％く 肉肉臓腺皮●通合殖骨●普血内生頭

77.6

９３８４７●●の●巳４５４４５
４

３

17.7

２８６０４中■●●巴３５４４２
５

３

15.9

７６４９５の●■●中３５３３３
５

３

1.4

４１３１０■●●●●１７４７０
２

５

１

４３

９４４２１ａＤｂ●●６２２－７
『ロ■■■。■

７

177.2

９６６５３●ｓｑ●■鮒珀ｕ凹弼
357

ｒｔ

７４４５●■●ロ０７０１
８

１

0２６

４，２６８７２１６２１１５１

0.65

０１２０７●■■■●８２５５９３１１
２

331

３０３３１０●◆ロ●５７０６１
２

１

５

101.9

０９９５８■●●●●５１９３９
２１

４

2370.1

９１３１５■●■■●１０００７９

１３

ｒｔ

４１９６６９７６
１４

２

L８

３３３７４０●■■●８３６８３１

６

０．２

０５０１５●●●●■４８８９０
５

２

全魚体lOO9当り

体内分布物く 肉肉臓腺皮●通合殖骨の普血内生頭
76.8

０６３２９■■■●●■１５３５４
５

３

1８．６

８９７３３■■●●■５５２３２
５

３

16.7

８９０２２●■■■●５５２３３
５

３

1.7

１００２６●●■Ｇ■４６６４９
２

５

４４

９３１６１■●●０の５２１１９
１

７

1７２７

３９７４７◆■らｓら６２７３９．
２１

１３

377

８１７１●□ら●２０銘２
0.15

０１１６２●●■の●７３１３５１２２１２
1.23

４４１３７句●印●●７４９２６
３

４

47.0

４２８１１７５２
２

５３６

133.1

４２７１２１

６５２４２４５

1841.9

５１２１０■■巳■●２０００７９．

1２

２９１４３８８２７３１３

３

1５

０６６４４０４２４８
１

１

６

0２

９６ＤＢ
７●へ。４ｓ〈０ｒＰＤ

（。１－

ｔ１
全魚体100'当り

体内分巾殉！ 肉肉臓腺皮●通合殖骨Ｃ普血内生頭
76.2

６１０３０●●の●■１５３８２
５

３

1８１

６２７５１■｜■ｂ■●別５２６１３

1６．１

３４２１０●ＢＧ■■３５２６３
５

３

2.3

５４２６４■已中●●９４６７２
１

６

４４

３３３３９●Ｂ■■■９－１２５
１

７

170.3

９７８６１ｓ●■●、９１６２９
２１

１３

291

ｒｔ

１７８４●■●●０柵４５

0.30

５２２５５６２８０２３１３１

0.67

９７８１４３５８８３
２

２３

73.9

２８１

４５７２■■●■２６３９６

264.2

５８６８３●●■ｃｃ０４３２８
２

６

2273.3

５２１１１●、。●●２０００７９

1.5

４４６９７■●●■●０４６２５２１２１２
1６

３７５０５●、①の●９３４５７１６

0１

０３４３ＱＣ■。ｒ７０３９ｔ１１１５
全魚体1001当l〕

体内分術㈹
普通肉

血合肉

内臓

頭・骨・皮

75.7

１７７６６４２０
５

３

1９．２

８６９７●●■●Ⅲ４１１３

1７．４

１７４８Ｌ４１２
６

３

２３

８３０００５Ⅲ“
２

4.2

９５９７０１０６
２

７

1４０４

９８７５■●◆■５５７０
２１

５

144

４３１２０２２５６３

O」８

１２７０燗川珊別
1.37

７０５８８６０４１７

83.3

５３６６３４９２
１

７

2732

８５９８●亡●●０２９６
２

６

2332.2

１１１７●。●●１００８９

1.4

１２０７■●□●０３７９２１２３
1.5

８７３３０３４１
１

８

０．２

９６９６３３５６
４

４

Ｐ今噂｜諏溌一

１５９０●］■■●１１０脇
１

５１６１ＬＬ
２

２

０２８５５
“

３１０１柵
４１０４

３

４



表１７各部位の歩留り

試料
番号

魚種 魚体の大きさ 部位あるいは組織

普通肉

血合肉

内臓

皮

生殖腺

頭・骨・その他

Ｌｏｓｓ

普通肉

血合肉

内臓

皮

頭９骨・その他

Ｌｏｓｓ

普通肉

血合肉

内臓

皮

頭・骨・その他

Ｌｏｓｓ

部位重量（９）

１５４０

１５９

３３５

１５７

２６９

８８７

２３

１４０３

１１８

２２３

１５１

１０３４

４６

５２６

４９

９７

６５

３６１

２９

ｊ惚比
７
７
９
７
０
３
７
２
０
５
１
８
５
７
３
６
８
０
６

藝
姐
４
９
４
８
躯
０
Ⅵ
４
Ⅵ
丘
４
１
６
４
８
５
２
２

４
３

４
３

位部

シイラ中型９’3370（９）６８５(cIn）５

６ シイラ中型８ 2975（９）６６．３(c､）

シイラ小型７ 1127（９）４４．８(c､）

表１８一般組成（％）

試料
番号 魚種

肉
肉
臓
腺
他
肉
肉
臓
他
肉
肉
臓
他

位
の

の
の

そ
そ

そ

通
合
皮
殖
・
通
△
ロ
皮
・
通
合
皮
・

骨
骨

骨

部
普
血
内
生
頭
普
血
内
頭
普
血
内
頭

●
●

●

水分

７７．０

７２５

８１．２

６２．６

８７１

７０．４

77.1

７５１

８１．２

６３．４

６５．３

７７．１

７５２

７９．３

６４．８

７２４

粗蛋白質

２０．４

１７．６

１３．９

２２．９

１０２

２１３

１９．５

18.1

12.3

２７．２

１６．６

２０．２

１８．６

１４５

２５．５

１５．９

脂質

２．５

９．７

３．４

４．４

２．７

９．５

２．３

１７．６

３８

４．９

７．４

１．４

５．６

４．５

１３．５

５．９

粗灰分．

皿
哩
ロ
諏
叩
砧
一
唖
頤
唖
躯
”
｜
、
哩
皿
刎
廸

５ シイラ中型?

６ シイラ中型８

シイラ小型７

－１１５－



表１９シイラ各部位中の全ＮとエキスＮ量（ＮIng／1009）
試料
番号 魚種

位
肉
肉
臓
腺
他
肉
肉
臓
他
肉
肉
臓
他

の
の

の
そ

そ
そ

通
△
ロ
皮
殖
・
通
合
皮
・
通
合
皮
・

骨
骨

骨
部

●
●

●

普
血
内
生
頭
普
血
内
頭
普
血
内
頭

全一Ｎエキス－Ｎ

３２５８３７６

２８１６２６５

２２２１１１６９

３６６２１８９

１６３８３２２

３４１１１６９

３１２３３８７

２８９３３１７

１９６８９１９

４３４９２０１

266］１８７

３２３５４３８

２９７０３６０

２３２５７０２

４０７７１９７

２５３６２１４

ｴｷｽN／全-Ｎ(96）

１１．５

９．４

５２．６

５．２

１９．７

５．０

１２４

１１．０

４６．７

４．６

７，

１３．５

１２．１

３０．２

４８

８．４

１１シイラ中型９

２ シイラ中型８

３ シイラ小型

表２０シイラ中の部位別脂質組成（％）

試料

番号 鶴Ｉ|繍位鯰ﾆｮｻ
全脂質

Ｍ
＋
砿
一
町
”
迎
い
叩
晒
一
ｍ
咽
幽
ｍ
ｍ
ｌ
Ｍ
唖
嘔
叱
叩

ＳＥ
＋

ＨＣ

Ｏ７

０５

７．５

４９．１

０．５

０９

０．７

０．７

４．９

Ｌ０

１．０

１８

０４

１７

０７

０８

試料 ＰＬ ＳＦＦＡＴＧ
魚体重当た

普通肉

血合肉

内鐵

卵巣

皮

その他

５
７
４
７
４
５

●
●
●
●
●
●

２
９
３
２
４
９

１
５
３
２
２
５

■
●
の
●
●
●

１
０
０
０
０
２

３．８

2.0

10.2

４９

１．５

２．０

４２

４６

５．５

３．２

２．３

９７

５．８

６．３

２．０

２９

２７

1.6

10.7

４．７

２．０

２．１

２９

３．４

８．７

３．８

２．４

６．３

２７

６．３

２６

２７

２．１

１．９

４０．４

2.8

10

0.8

18

３．２

２９６

１．６

Ｌ７

４．５

４．６

１６．１

１０

１．６

９０．０

９３．１

２８．０

３８．２

９４．７

９３．７

８９．７

86.8

48.9

８９．７

91.9

76.3

85.0

68.1

93.2

９１．３

シイラ中型 ９

普通肉

血合肉

内臓

皮

その他

２３

１７．６

３．８

４．９

７．４

３
７
３
２
６

●
■
●
■
●

０
０
０
０
２

シイラ中型６ ８

肉
肉
臓
他

通
合
皮
の

普
血
内
そ

１．４

５．６

４．５

１３．５

５．９

７
２
４
８
９

■
■
●
●
●

０
０
０
０
１

ｼｲﾗ小型７

－１１６－



表２１シイラ中型旱（試料番号５）の部位別脂肪酸組成（％）

－膳ii5imP---萱ｌｌＬｉＬ
脂質含量(知

ＣＭ：０

１５：０

１６：0

17：０

１８：O

Ｃ１２：１

１４：1

16：１

１７：１

１８：１

２０：１

２２：ｌ

Ｃ１８：２

１８：３

１８：４

２０：２

２０：４

２０：５

２２：３

２２：４

２２：５

２２：６

飽和酸

モノエン酸

ポリエン酸

ＥＰＡ鴎／紺織lOO9f

DHA蝿/組織10091

普通肉血合肉卵巣内臓頭・骨・その他 皮

４Ｈ

０．９

２９．６

１．９

８．８

ｔｒ

０．７

２２３

．１．９

７．３

ｔｒ

Ｏ３

８．２

０．７

１８．９

１．３

１２

２．５

０８

０８

０．３

２．３

５．８

ｑ1

0.7

19

１８．０

３５．９

３０．６

３３．２

５１９．３

１６１１．６

０．６

２５．９

１．５

８．７

０５

３０．７

１４

１１．１

０．９

２３．９

１７

６．９

ｑｌ

ｔｒ

６．９

０８

１８．１

１．３

ｑ９

Ｌ５

Ｕ８

Ｌ1

0.2

２．３

６．５

０７

１４

２．６

１６．４

３８．２

２８．１

３３．５

５８９．７

１４８７．９

ｎ
Ｍ
即
Ｍ
｜
Ⅲ
川
刑
川
川
Ｍ
ｕ
ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ⅲ

ｒ
７
Ｄ
Ｒ
）
７
７

ｔ
５
０
４
０

？
］

位
Ｍ
Ⅲ
川
Ｍ
Ｍ
ｌ
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅱ
川
細

７．３

０．８

２１．６

１．３

1.0

14

０．７

０．７

O３

Ｌ９

４４

０．２

O４

Ｌ１

９．６

４７．２

３２．０

２０．７

９９．６

２１７．２

￣

￣

～］

４
４
３
２
２
７
６
７
２
１

１
０
０
０
３
５
０
０
１
４
３
３
２

０．５

０．７

７．８

４５－９

３７．５

１６．４

79.0

192.5

０．３

０．９

7.1

５２．０

３１．４

１７．０

１６７．２

２８９．６



表２２シイラ中型３（試料番号６）の部位別脂肪酸組戒（兜）

脂朋霞一理ＬＬ
脂質含量（％）

Ｃ１４：０

１５：０

１６：０

１７：０

１８：Ｏ

Ｃｌ２：１

１４：１

１６：１

１７：１

１８：１

２０：］

２２：ｌ

Ｃｌ８：２

１８：３

１８：４

２０：２

２０：４

２０：５

２２：３

２２：４

２２：５

２２：６

飽和酸

モノエン酸

ポリエン酸

ｌＤＰＡｌＩ\H／組織ｌ００１

ＤＨＡｍｌＨ／組織]00’

普通肉

２．３

６．３

１．０

２９．３

２．１

９．１

ｑｌ

ｔｒ

７．１

０．７

１８３

Ｌ９

Ｌ７

１７

０．９

Ｌ０

０．４

２．１

５．０

０．２

０．４

０．９

９．８

４７．８

２９．８

２２．４

１１３．５

２２２５

内臓

３．８

２．１

０６

２９．８

１．７

１０．８

血合肉

１７．６

４２

０９

２６．３

2.1

11.3

ｔｒ

Ｏ１

６．２

０．６

１６．５

Ｌ６

１３

１５

０７

０．８

０．３

２．５

５．１

０．２

０８

１７

１５．０

４４８

２６３

２８６

７９５．３

２３３９．０

他のそ
４
３
０
７
５
２
１
２
１
７
２
５
３
７
８
９
１
２
５
３
５
４
９
７
１
３
８
５

徴
正
巳
Ｌ
Ⅲ
２
９
０
０
８
０
Ⅵ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
０
０
２
５
０
０
Ｌ
Ｌ
５
９
５
０
８

２
１

１
４
２
２
７
６

●
３
４

頭

皮

４９

４９

０９

２５．２

２．２

９．３

ｔｒ

Ｏｌ

7.0

0.6

１５．５

１３

１０

１４

０．７

０．９

０．３

２．９

６．１

０．４

ｑ７

Ｌ９

１６．９

４２２

２５．５

３２２

０１

5.1

0.6

２１．７

０９

０．６

０．９

０４

０．３

０．２

３．７

４７

０．６

０．７

１３

１３．３

４５．０

２９．０

２６．１

１４１．８

４０１３

￣

岸己

OＣ

2６７．２

７４０．３



表２３シイラ小型（試料番号７）の部位別脂肪酸糾成（％）

至位｜普通肉脂肪

．
．
．
．
。
、
ｔ
ｔ
ａ
０
８
Ｌ
Ｌ
Ｌ
０
０
０
２
４
０
０
Ｌ
２
ａ
Ⅵ
３
４
４

内臓

４．５

２．８

０．７

３２．０

１８

l０ｌ

ｔｒ

ｔｒ

６．１

０．７

２６．６

Ｌ３

o６

ＬＯ

４３

０．２

０．３

２．４

３．１

０．５

０５

０８

８．０

４７．４

３５．３

２１．１

１１８．３

３０５．３

他のそ
９
５
０
１
３
９
１
ｌ
３
６
８
４
７
４
７
７
３
５
８
３
７
６
２
８
０
２
７
４

Ｃ
Ｂ
白
。
●
や
■
勺
巳
●
□
■
●
■
巳
ｃ
⑪
□
■
ご
◆
●
Ｐ
の
□
■
■
●

・
５
４
１
６
２
７
０
０
６
０
７
１
０
１
０
０
０
２
５
０
０
１
７
１
７
１
０
１

骨
２

１
１
４
２
３
１
２
３
９

●

頭

皮

１３．５

４．２

０９

２２９

２．３

６．４

ｔｒ

0.5

９．１

０．８

１６．３

１２

１１

３．０

０．６

０７

０．４

２．６

５．８

０．２

０．７

１５

１８５

３６．７

29.0

３４０

７１６．４

２２８５．２

脂質含量（殉

ＣＭ：0

15：0

１６：０

１７：０

１８：O

Ｃ１２：1

14：１

１６：１

．１７：Ｉ

１８：１

２０：１

２２：ｌ

Ｃｌ８：２

１８：３

１８：４

２０：２

２０：４

２０：５

２２：３

２２：４

２２：５

２２：６

飽和酸

モノエン酸

ポリエン酸

ＥＰＡｍｇ／組織ｌＯＯ９

ＤＨＭｇ／組織1００９

１．４

６．５

Ｌ１

３１．６

２５

１０．６

0.1

0.1

５．７

０．６

１９．１

１．４

０．６

１．３

０．６

０．４

０．３

２．２

３．６

￣

￣

(◎

0.5

10

１０．４

５２３

２７．６

２０．３

４１．７

１２０．６



表２４シイラ中型？（試料番号５）のアミノ酸含量（唾／100’）
位 精肉 血合肉 》 卵巣 皮

州
儒
欄
議
肌
慧
朏
蒸

》
｜
溌
洲
騏
淀
《
」
濁
些

i1i難ｱﾐﾉ 全アミノ酸 j塵ilケミノ酸 全アミノ酸 アミノ酸 迩離アミノ酸

<１

全アミノ酸ﾐノ

65.9

１６

９．１

4.4

19.7

12.4

25.8

６４．２

1915.9

913.8

890.1

2707.8

910.4

1451.9

166.0

784.2

645.9

637.3

1528.4

698.1

759.5

1805.5

1138.8

369.1

1.5

８．６

６．２

28.0

１３－１

３９．０

462.9

13731

662.6

664.0

1939.7

859.5

1149.1

102.5

558.5

４５４４

456.3

]123.4

493.0

570.9

1259.9

683.6

409.0

202.9

159.8

166.0

288.1

117.7

248.0

13.9

206.0

126.8

168.9

295.0

３８．１

１４３２

17.0

106.6

３
５
７
９
０
３
４
８
０
４
９
２
５
２
４
７

⑤
Ｂ
●
●
①
●
七
●
●
●
●
ロ
■
Ｇ
●
●

０
１
５
５
９
９
３
０
７
３
５
９
７
７
６
１

２
２

１
５

１

１

159.9

1551.7

754.8

843.0

2304.2

2503.9

1695.9

106.7

609.2

527.8

451.0

1134.1

４８２７

553.8

1305.5

６５４２

１０．３

３．８

７．６

１２７

７．２

９１

366

511.6

１０．２

４０

７．６

１２．７

７．５

９．３

37.8

301.7

■
、
。

9.7 1228.7

７１１

650.7

１８．４

4.8 939.8

123.3

573.4

１２．０

22.4 755.8

153.1

765.5

５．５

２９．７

４５ 1210.0

583.1

1107.6

９．１

６１．７

949.3

５７３．９

，`!：
605

14418.5

29.7

6.0

15.’0

2０．７

5.5

15.9

133.3

１０．０

２６．４

14.9

２８

798.2 18986.7 903.2 14461.9 2899.1 14847.7 10741 １１]５３．９ 406.4 18609.9 501.2



表２５シイラ中型８（試料番号６）のアミノ酸含量（Dqg／1001）｝
い
一
戦
■
丑

リ
ー
フ
ス

リ
オ

精肉 血合肉 内臓 皮 頭。骨

ＩＩＬ
遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊稚アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸

０
７
８
５
８
４
７
９
１
４
５
４
５
５
０
７

●
０
の
●
古
●
■
Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
凸
。
■
■
の

４
０
６
４
７
３
５
０
８
４
６
０
７
７
０
０

６
１
１
２

１
３
４
４

81.9

1747.7

840.0

811.1

2505.0

1048.7

13601

149.8

636.9

592.8

590.3

1399.7

634.9

5416

1633.8

1087.9

１
１
０
５
２
０
１
０
４
４
９
５
２
５
３
６

■
■
巳
曰
■
■
⑪
０
●
■
●
●
□
●
■
■

０
１
６
６
８
４
９
１
８
４
５
９
７
７
２
３

０
２
１
３

３
６

４
２

555.6

1528.1

676.4

730.4

2161.9

1019.8

1243.7

９９．４

465.6

４９７８

405.2

12047

５２２９

450.2

1316.3

741.1

￣

【、コ
ー

5.0 985.2

91.3

627.0

２１．６

８６．９

3.9 6541

129.8

602.3

１６．４

９３．９

993.7

342.6

750.0

１１．２

26.6

14305.7

27.3

５．５

115.9

8.0

5.0

686.7 17474.2 967.6115115.6 2461.4 10914.5 548.8 22039.7 517.3



表２６シイラ小型（試料番普７）のアミノ酸含量（噸／10Ｍ）

部位 普通肉 血合肉 内臓 皮 頭・骨・その他

jJli

》｜‐一一一｛イニニＪ一一」庁》」一宅四Ｆ曰缶吐

アミノ酸 令アミノ酸 i［灘アミノ酸 企アミノ酸 迩離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸

48.7 54.2

1830.3

829.1

827.9

2500.1

894.1

1387.4

170.5

669.2

６０２０

535.6

14216

635.9

702.5

1680.3

12170

374.8

Ｌ２

６．０

５．７

２２．９

１０．８

３４．３

4923

1562.0

704.8

744.3

2143.6

911.9

1270.8

109.4

550.8

508.6

432.3

1227-3

541.0

619.2

1380.3

８３４７

３
９
１
０
８
２
１
６
８
４
６
７
１
６
７
２

●
●
■
●
午
●
■
●
●
●
●
●
●
◆
●
■

７
９
１
９
３
９
０
３
４
９
６
１
９
４
１
８

６
９
７
７
４
５
３

８
５
６
２
４
６
８
６

３
１

１
１

499.9

1110.4

551.4

637.0

1538.7

850.2

947.2

１０２．２

461.7

367.7

３２８１

872.3

４１４１

478.2

858.7

２９４９

151.5

２．５

６．４

６．８

１１１

９．５

２６．４

285.0

742.0

731.7

957.0

2289.1

35640

2430.9

９３．１

506.5

534.0

305.0

963.5

358.9

599.4

1162.8

572.9

156.5

2.1

６．４

７．４

１７．２

１１２

２３２

３．７

２．５

７．７

１０．５

２１１

９
４
３
２
４
３
１
２

■
■
■
の
⑪
Ｇ
●
●

４
２
４
６
５
６
９
６
３
０
６

２
３
７
１
２
０
３
７

■
■
■
●
●
■
■
●

７
３
５
９
７
９
３
３
４
６
３

２
７
９
５
１
３
７
５

●
。
■
■
①
●
●
Ｐ

７
３
５
９
８
９
１
２
２
３
２

８．０

４３

６．３

９．９

８．７

９．１

２１７

２３２．２

P■■

【、、
【、。

4.6 1139.6

６９１

６１４３

２０．６

311

178324

６４ 1011.2

123.8

615.6

１５．８

52.4 7751

159.7

545.0

１０．７

6.4 1760.0

1]87.9

1871.8

５．５

２１．６

5.8 1046.7

425.4

835.4

７．９

1８３

５．２

16.3

３．５

62.3

12.6

17.6

17.2

２４

15.8

２．４

３．８
￣

ﾉ１h.
匹３ ３１ 797.1 930.4 15799.711695.0’11803.２１５３８．１１２０９４２６１５５２．０１１４６６６．７



表２７シイラ中の部位別ビタミン類の含璽

ﾋﾞﾀﾐﾝEOIg／1009)試料

番号

ビタミンＡ(ＩＵ/1009） ビタミンＢ２(､g／１００９）

1１１１
部位

普通肉

血合肉

内臓

皮

生殖腺

頭･借･その他

２８．

４３

６３６６

２７

１１９

３１

３
２
３
１
９
８

１
３６

０．３４

１．６５

l０８

Ｌｌ２

１．０３

０．５３

0.16

0.08

0.11

0.０５

００８

０．１４

０.Ｏ７

ｑ４２

０．６２

０．１７

１．０３

０．０９

シイラ中型９５

普通肉

血合肉

内臓

皮

頭･`付･その他

８８

３４

７８１６

２５

２９

４２

１

５８６

１

１０

0．４２

１．５１

１６３

１．２１

０．９５

0．２０

０．０６

０．１２

０．０６

０．３３

０．０８

０．４３

０．６１

０．２１

０．１２

シイラ中型8

普通肉

血合肉

内臓

皮

頭･骨･その他

４

１４

２０３３

１１

２９

0.28

1.25

1.17

0.53

013

２
１
５
１
９

７１

0．１３

０．０５

０．１０

０．０３

０．０４

0．０８

０．５８

０．７１

０．１８

０．１２

シイラ小型７

表２８シイラ中の部位別無機物含量（nF／１００９）

試料
番号

部位

普通肉

血合肉

内臓

皮

生殖腺

頭･骨・その他

普通肉

血合肉

内臓

皮

頭･骨・その他

普通肉

血合肉

内臓

皮

頭･骨･その他

Ｃａ Ｆｅ Ｚｎ Ｃｕ Ｐ

１３．４

８４．３

233.2

2040.1

17.2

55744

１９．７

８７．８

213.5

2282.9

3206.0

２３．９

５２．２

172.2

2114.8

3519.8

、
邸
汕
叩
頤
四
一
ｎ
ｍ
ｎ
ｍ
ｍ
一
ｍ
”
加
川
弘

Ｍ
叩
卵
型
“
皿
一
山
叩
汕
ｍ
ｍ
ｌ
Ｍ
ｍ
ｍ
Ｍ
“

１
位
９
㎡
い
い
一
位
叩
叩
廿
皿
一
ｍ
け
６
１
３

０
０

０
０
０

147.6

130.0

195.3

583.7

89.8

1466.1

147.0

148.8

181.0

629.5

950.3

153.0

146.4

151.5

575.0

1028.9

シイラ中型９５

シイラ中型８６

シイラ小型７

－１２３－



表２９シイラ（試料番号５～７）魚体１０Ｍ当りの成分

』
画
』

4m

水分

(９）
純蛋白

質(９）
脂質

(９）
灰分

(，）

タウリ

ン(噂）

レチノー

ル(ＩＵ）

リポフ

ラピン

(噂）

α－トコ

フ

ﾉレ

エ ロ-

(､g）

ＥＰＡ

(､:）
ＤＨＡ

(咽

Ｃａ

(､:）
Ｆｅ

(聡）
Ｚｎ

(噸）
Ｃｕ

(､:）

全魚体100'当り

体内分布㈹
普通肉

血合肉

内臓

生殖腺

皮

頭･骨･その他

75.6

９５７３９７。●■Ｃｅ●６４０９３４
４

１

２

１９．２

０４３３７４■●一甲●●の９４７４５９
４

２

168

５５９０１０●Ｃ●Ｏ■ｏ９４３４６２
４

３

４９

４４０５３３⑤■●ＣＧ■３９７４４１
２

５

2.5

４５２

２２

８９０７６２５７５

143.3

２２４２０１□｜●●■■巳１２８８４６
２１２

２

669

９３９４２２●●■●■●１０４１０１
９

０２３

１８９１５６●ＣＯ巾●■４８６６３０
１

２３

１

0.45

９９５５２３ｓ。■●己凸４０２８３１
３

１

３

247-6

５９２１２１巴●弓ご●●８９３２２３
１

６

616.1

２４１１００。■■白の●６２３２６“
１１

1607.9

４２５１７９００１０２１９

１５

９４５８５７●一■■●●■９７９７６２
２

１

３

1.5

２５２８２２９２
１

１２
ｒｔ

８６３

0２

０〉ｒ（己【Ｉ『。八０
６

６ｔ２４丘５
２

５

１

全魚体１００？当り

体内分布㈹
普通肉

1111合肉

内臓

皮

頭･骨･その他

72.5

９２５５８⑪●の●００４８４１
５

３

1８．３

１０１７１．句●■◇■１４５７２
５

３

1６．１

８０１３８つ●■⑤■０４３８３
５

３

5.0

２３９１５白■白●●２４５５２
２１

５

４３

６５７３０■●◆●●４１２４７
１

７

131.7

３Ｄ３２

３１３０吃配５７３

650

５２５２６■■つ■凸６０１０１９

0.16

７０９１３⑪●巳●●４１９７７２１２
２

0.78

６８８０８ＣＢ一①ロ■５７５８２
２

１

４

242.3

４３５７１甲Ｓ■●●２３４５４
２１

５

429.5

５８０８０◆の■Ｃ●４１７８８
２２

３

12801

1４

88.4

L６

３９３３３■●●●●３６５３１
３

５

1.1

６３０９１ｓ●●●●７３４９５
１

１

５

0」

ｒ３７ｒＯ
Ｂ

Ｃ

●ｔ１１ｔ７１２

６

全魚体】(〕０９当り

体内分布鋤
普通肉

llll合肉

内綴

皮

頭･骨｡その他

74.9

３４３２７■●●●●９４９５１
４

３

1８．５

２４９２２■■□■■２４６８８
５

２

16.2

７４５９４巳．甲●■■１４声、８９
５

２

4.1

５１０７８●●●Ｐ■６６０９７
１

１１４

2.9

７８２１１７１４８８
２

５

132.8

６５４８７□■とＳ◆７２４６８１１２
３

192

０３４３０●●■●●１０３０５９

0.18

６６７８２■●⑪ｂ凸１４５５２２１３
２

0.37

５０１６７０■●■●６５８８１３１２
１

184.2

９９７２４０４５３５
１

２５

551.1

５０９７９の４Ｂ●一Ｂ０５４４４
－

２５

13114

0.9

1.2

88.2

2.1

９１８９４■守ら・句Ｃ６６０３２
２

１

５

1.0

８０３１７●●ｑ◆ウ８３８８１
－

１

５

0.2

５６３２

ｒｔ

７９９●●●５２７
２

４

Ｐ卿く

２８４９１３１１１

７４９３７

｜謙稀一

５

６

７



表３０各部位の歩留り

El綴部イワ軍騒（α）部佗董冊上

回心。、

Ｆ
－
Ｌ ].〔

５９〔
P可

Ｒ
』 【
』

、
】

円臓・子Ｃ 脱

表３１－股組成（％）

邪揃

プI楢

日
】

3．９

8１１

呵臓･ぞり 9-6

表３２ヌタウナギ中の全Ｎと全エキスＮ型（NUE／１００９）

試料
番号

魚種 部位 全一Ｎ

２３４６

３０２６

４４７５

２３６８

エキス－ＮエキスＮ／全一Ｍ％）

４９４２１．１

２０８６．９

３２２７．２

５４５２３．０

可食部

皮

卵

内臓・その他

８ ヌタウナギ

表３３ヌタウナギ中の部位別脂質組成（％）

性別

ＪＬＯ９３９１〔

8９６日
】

９１．０９０６

００５P

－１２５－

試料 性別 部位
全脂質

組織当たり 魚体重当こｔ

ヌタウナギ ９

可食部

内臓・その他

卵

皮 １６９４９９Ｌ３１２２ ７９４０２４２４

試料

番号

８

ＰＬ

ＤＧ
－ｌ－

ＭＧ
ＳＦＦＡＴＧ

ＳＥ
＋

ＨＣ

２．００．１２．０ＬＯ９３９１．０

２．２Ｌｌ２．４２７８９．６2.0

２．９ｑｌ３．９１．０９０６１．５

１．５０．２２００．５９４４1４



表３４ヌタウナギ（試料番号８）の部位別脂肪酸組成（％）

部位 部

１
６
４
９
９
５
１
２
２
７
３
１
４
２
５
５
１
９
４
６

食
９
６
０
８
Ｏ
且
０
０
Ⅵ
０
２
６
３
１
０
０
Ｏ
Ｌ
２
０

１
３

可

卵

２１．９

７．３

０６

l８４

ＬＯ

３．６

ｑｌ

ｔｒ

９９

１．０

２６．８

３９

１．２

１．３

０．７

０．８

０．２

３．１

６．４

他のそ
６
２
６
，
２
６
１
２
０
１
８
８
８
５
７
９
２
９
６
且
２
２
９
８
８
５
６
１

９
８
０
１
１
３
０
０
０
１
８
５
２
１
０
０
０
１
２
０
０
５
２
４
８
６
１
３

。
１

２
１

２
３
４
１
８
６

臓
４
４

円一
知
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
２
３
４
２
４
５
３
４
５
６
酸
酸
酸
皿
、

ン
ン
織
織

量
皿
胆
砧
Ⅳ
肥
巫
皿
阻
Ⅳ
出
、
理
坦
咀
焔
加
加
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
和
エ
エ
組

Ⅶ
酸
含
肪
質

ノ
リ
》

脂
脂
Ｃ

Ｃ
Ｃ

飽
モ
ポ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｈ

Ｅ
，

旨肪酸 皮

２３．４

６．８

ｑ５

１９．０

１．４

４．３

０．１

０．２

9.1

10

３２．４

６．０

３．０

Ｌ３

ｑ６

０．５

０．２

１９

２．１

０．５

０２

６．４

２．５

３２．０

５Ｌ８

１６．２

４２９．０

５９２４

０．４

６．３

４．２

３２３

５０．０

１７．７

２０１．４

３５２．４

８．７

４．５

３０．９

４２９

２６．１

１２５４．４

８８２．０

－１２６－



表３５ヌタウナギ（試料番号８）のアミノ酸含量（Ing／100'）

部位 可食部 内臓・その他 卵 皮

全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸遊離アミノ酸遊離→ミノ酸アミノ酸

夕ウリン

アスパラギン酸

スレオニン

セリン

全アミノ酸

５
６
５
７
８
４
３
４
４
３
５
９
２
７
３
０

⑰
Ｄ
Ｐ
●
①
甲
■
Ｂ
□
■
白
ｓ
ｏ
●
■
ｑ

５
４
５
８
１
２
９
１
７
０
１
２
７
３
５
１

６
１
７
４
４
３
８
３
９
５
５
９
４
３
５
４

５
４
９
９
３
０
０
０
０
２
９
７
４
４
３
８

０
●
■
Ｂ
■
■
ひ
の
■
●
ら
■
■
Ｆ
■
Ｐ

４
９
９
１
６
９
５
７
３
３
７
１
８
４
４
８

１
１
２
３
３
９
２
８
４
８
７
５
５
９
７

１
１

１
１

１

1１．６

717.1

508.7

495.5

12365

591.5

706.1

６４２

470.2

459.6

321.0

840.6

３２１６

386.9

768.0

300.0

４
７
２
８
０
９
６
２
４
０
８
０
８
３
８
３

３
９
７
０
２
２
２
４
７
９
５
８
３
９
９
８

７
３
６
３
７
０
９
７
如
釦
泌
河
Ⅲ
打
開
錦

８
４
５
１
７
６

１

７
６
９
０
０
８
２
５
６
７
２
６
７
５
１
０

●
■
己
ｐ
曰
□
◆
●
●
■
Ｐ
Ｓ
Ｂ
ｂ
、
■

５
６
胡
別
別
咀
剥
川
畑
別
路
灯
、
咀
皿
伽

１

27.8

2013.5

1378.8

2258.8

2615.6

991.5

1812.7

353.1

11929

８５７．１

950.6

20514

747.5

1060.5

1672.9

694.4

９
０
０
６
９
５
６
７
６
７
９
０
３
８
５
５

６
●
●
凸
凸
■
■
●
■
■
ひ
■
■
■
■
■

８
０
７
４
６
８
７
７
５
２
１
０
２
１
５
９

１
４
２
１
１
３
１
６
３
３
６
３
２
２
２

6.4

1005.8

647.4

937.4

ｸﾞルタミン賎

グＩノシン

アラーン

シスチン

パリン

メチオニン

イ、ノロイシン

イロシン

チロシン

フェニルァラニン

リジン

ヒスチジン

トリプトファン

ァルギニン

ハイドロキシプロリン

リプロン

オルーチン

ァンセリン

△、
計口

1325.2

2615.1

1423.9

58.5

521.7Ｉ
胃
噌
ヨ
ー

424.3

289.3

640.4

279.1

360.3

575.1

260.2

668.3

130.3

715.1

13.9

81.4 46.3 6439

166.1

595.7

４．７

9.4 1839.2

98.6

1177.7

３．７

2２７ 1153.0

1140.3

4１９．３

３３

201.1

２．３

93.5

１．０

128.9

Ｌ４

1298.5

4.2

９７２６７ １１１８．２ ４８４０ ２３７９８３ 633.51８３８７ 14966.1



表３６ヌタウナギ中の部位別ビタミン含量

試料

番号

ビタミンＡ

剥織当り

１５７

１０７

４５６

１０８７

(ＩＵ／１００’）

T=ff-
ビタミンＥ（m8／100’）

NiTi霊~三~５－ｒ=竜~毎Ｆ雪~7ラ

霊
魚種 部位

可食部

皮

卵

内臓・その他

１５７

１０７

456

1087

０７４

１．２１

２．９５

２．３６

0．２２

０．２５

０．３２

０．５９

0．３１

５．３０

０．６６

０．５０

８ ヌタウナギ

表３フヌタウナギ中の部位別j1lf機物含量（噂／l()０９）

試料
番号 部位 Ｃａ Ｆｅ Ｚｎ Ｃｕ Ｐ

可食部

内臓・その他

皮

卵

20.4

31.0

18.7

５．６

。
〉
Ｆ
Ｄ
丁
ワ
」

０
１
』
ｔ
？
』

０
０
６
１

１
１
０
Ｚ

101.2

126.8

62.4

158.3

ｔｒ

0.9

0.1

0.1

-

1、。
0０

８ ヌタウナギ

表３８ヌタウナギ（試料番号８）魚体lOO9当りの成分

11481両]~'て画p7iT了亜~ｒＺＩ可￣17祠~Z7UzT1;｡【可~五z-m而而~;[Uii

水分

(，）
純蛋白

質(9)
脂質
(９）

灰分

(９）
タウリ

ン(mg）

レチノー

ル（ＩＵ）

リポフ

ラピン

(噸）

α－トコ

フェロー

ル（､g）

ＥＰＡ

(mg）

ＤＨＡ

(､堰）
Ｃａ

(mg） 腕阿
Ｚｎ

(噸）
Ｃｕ

(国：）

全魚体１００９当り

体内分術伽
可食部

内臓・その他

卵

皮

70.5

５３６６８９９２
３２

２

1７．４

３６５７９４０５２？）２２
1４－８

１３４２Ⅵ２２８２２２２
17.2

４０２３■●■■８３６２１３１３
L８

６０６８７３１７２２３１
28」

９５１５７７７７
１６

452

０５８６２９２５－６１
1.60

７１３９６９５８７

160

０６５９■●●■６２３７１４２１
470.2

９＄９６４９３１１２３２
508.6

０３１６●■己■４６２７２２２２
21.2

４３４９３２３０
３４

２

10

凸４〈。ハ』ｒ白□口０２７ｔ３４２
1.0

２７６６■ロ■■●３７５３３２２１
０．３

ｒｔ

５３２豆４８
８

Ｐ哩

川測川川

｜繩砿一

８



表３９各部位の歩留り

過織部位軍鼠（α）部付重畳上

4０－６

頭。,昌・・子り

m（ Ｊ〔

表４０ウマズラハギー股組成（％）

剰BＣ ３１］ 【ｌ§

39

頭･骨・子‘

Ｒ
】

表４１ウマズラハギの全一ＮとエキスＮ量(Nmg／1009）

886

表４２ウマズラハギ中の部位別脂質組成（％）

’’
1性別｜

［’

ＤＣ

3.22.0３１８７［

－１２９－

試料 性別 部位
全脂質

組織当たり 魚体ZE当たり

ウマズラハギ ?

筋肉

内職

皮

頭･骨･その他 ９２０４０２ＬＬ
３

４５１５■●●●０４００

試料
番号

９

ＰＬ
ＤＧＳＥ
＋

ＭＧ
ＳＦＦＡＴＧ ＋

ＨＣ

65.6ｔｒ２８．４２７３．３ｔｒ

2.ｌｔｒ２．１２６９３．２ｔｒ

28.2２０３１．８7.0２７．０3.9

32.0２１２３７５．１３３．６３．６



表４３ウヤズラハギ(試料番号９)の部位別脂肪酸組成(％）

部位
筋肉内臓

０．９３２．２

２３３．１

０．７０．９

２８．０２２．３

Ｌ５２５

８．６６．０

脂肪酸～

脂質含量％

Ｃ１４：０

１５：０

１６：０

１７：０

１８：Ｏ

Ｃｌ２：１

１４：１

１６：１

１７：１

１８：１

２０：I

２２：ｌ

Ｃｌ８：２

１８：３

１８：４

２０：２

２０：４

２０：５

２２：３

２２：４

２２：５

２２：６

飽和酸

モノエン酸

ポリエン酸

ＥＰＡIng／組織ｌ００９

ＤＨＡｎｇ／組織1００９

０
９
８
６
７
１
３
４
９
２
５
３
５
７
９
１
５
６
１
３
０
７
０
７
４

９
２

皮
１
０
０
０
日
ａ
し
Ｌ
Ｌ
３

３
０
２
１
９
０
０
８
０
５
１
１

８
７
４

３
２
３

旨肪酸 頭・骨・その他

１．４

２．５

ｑ７

２２．１

１．６

８．６

０．２

１Ｌ９

Ｌ２

１９．２

１．６

１．９

２．１

１．３

Ｌ９

O２

Ｌ４

６．０

０．３

０．４

１３

１４３

３４８

３６０

２９．２

１７９９．９

４２８９．７

８
５
６
０
９
４
６
４
３
９
１
５
７
６
６
１
８
１

７
９

４
０
６
１
Ｏ
Ｌ
０
０
０
２
９
０
０
０
８
１
３
５

２
６

４
２
３

３
６

３
８
０
１
８
３
４
９
２
９

１
０
１
０
２
８
０
０
１
１

－１３０－



表４４ウマズラハギ（試料番号９）のアミノ酸含量（噸／1001）

部位 筋肉部 内臓 皮

一
百

全アミノ酸 遊離アミノ酸遊離アミノ酸 全アミノ酸 遊離アミノ酸 全アミノ酸アミノ酸

夕ウリン

アスパラギン酸

スレオニン

セリン

グルタミン酸

グﾜシン

ァプン

シスチン

リパン

〆チオニン

イソロイシン

ロ イシン

チロシン

フェニルァラニン

リジン

ヒスチジン

トリプトファン

ァルギニン

ハイドロキシプロリン

プロリン

オルーチン

ァンセリン

△竪
計ロ

383.2

１．５

７３．５

５．４

４１．５

１３．５

２２．１

572.0

1384.2

900.8

7809

1173.2

1029.9

1375.2

141.6

615.3

1478`２

434.7

12247

540.1

5461

1903.0

379.6

５
０
０
５
４
６
４
４
５
９
８
２
３
３
０
０

●
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
●
ロ
甲
ｅ
ロ
■

別
屹
耐
門
倒
鼬
蹄
５
５
１
３
６
０
９
６
９

０
６
８
６
９
９
３
４

２
１

１
１

１
２

293.0

5640

258.1

312.3

339.7

434.1

494.7

59.8

238.1

168.0

156.7

444.1

207.1

2149

4065

159.4

245.2

11.2

109.3

１２０

６４１

１４１

３３．７

466.0

767.7

345.0

564.8

556.4

1963.3

1181.6

７４．７

349.5

233.8

159.8

438.4

205.9

286.0

680.1

162.0

３．９

２．３

２．５

５．２

３．７

２１

１３．７

４．３

９
３
４
８
４
３
７
１

』
Ｂ
Ｂ
●
白
■
印
午

８
５
６
２
９
５
２
６

１
２

￣

[ﾑｺ
ｰ

0.7 781.1 23.2 337.9 0.9 483.9

474.7

715.3

１．９

２０．７

0.7 531.9

258.7

528.9

８．２

59.8

10396.7

4.7

0.9

530.6

１２．５

９１．３

55.6

１５

１９．５

220.7

３．７

３８．１

１０．１ 65.2

15895.0 1856.6 5350.9 668.410131.4８１７．９10131.4



表４５ウマズラハギの部位別ビタミン含埜

試料

番号

ビタミンＡ（川／１００９） ビタミンＥ（､g／ＩＯＭ） ビタミンＢ２（'１F／１００１）

ずi汁亘i＝
魚種 部位

組織到り 組織当り 魚体当り 組織当り魚体当り

筋肉

内臓

皮

頭･骨･その他

313

606

222

196

７
４
４
７

２
８
１
７

１

0．６３

３．９５

０．８４

０．７１

0.26

0.55

0.05

0.28

０．１７

０．２７

０．８３

０．４８

９ ウマズラハギ

表４６ウマズラハギ中の部位別無機物含量（噸／１００’）

試料
番号

魚種 部位

筋肉

内臓

皮

頭･'骨･その他

Ｃａ Ｆｅ Ｚｎ Ｃｕ Ｐ

２５．５

144.5

4588.6

2666.5

７
９
３
９

０
３
５
２

４
０
９
３

０
２
６
３

2441

153.2

561］

5５４４

ｔｒ

Ｏｌ

ｔｒ

ｔｒ

」
哩
噛

９ ウマズラハギ､

表４７ウマズラハギ（試料番号９）魚体lOO9当りの成分

ＬＬiｆ魚体１００９当り ７７５１４３１２８１５５ ３７９５３〔1２０３５１１４287.7６９２４１３６６７２．３２．２００１

｢］

水分

(９）
粗蛋白

質(’）
純蛋白

質(’）
脂質
(9)

灰分

(’）

タウリ

ン(噸）

レチノー

ル(ＩＵ）

リポフ

ラビン

(蝿）

α－トコ

フ

ノレ

エ ロ－

(Ing）

ＥＰＡ

(､g）
ＤＨＡ

(､g）

Ｃａ

(､g）
Ｆｅ

(噂）

Ｚｎ

(､g）

Ｃｕ

(噸）

全魚体1009笥り

体内分缶％！

筋肉

円臓

皮

頭･骨･その他

77.5

１３》５１■Ｂ■■２０６１
４１

４

1４．３

１５２２■●●■１８５５
５

３

１２．８

４９２４２５５６
５

３

5.5

８１１１６２１０
８

１

3.4

Ｂ２９９８６６８
１

１５

379.5

０７１２１０４４
４１

４

302

42.］

27.9

25.4

０．３５
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要 約

１．トビウオ

産卵のため来遊してくるトビウオは，一般組成で雌雄による差異が認められた。すなわち雌の普

通肉は雄より水分量が多く蛋白質が少ない。脂質含量は全体的に少ない。脂質組成は可食部でリン

脂質が多い。脂肪酸はC16:O酸が多く，ついでCl8:0酸である。エキス成分は内臓に多い。タウリ

ンは血合肉，内臓に多い。ビタミン類は内臓に集中しており，普通肉には少ない。無機物に関して

は魚種，雌雄による差異は特に認められなかった。

２．シイラ

蛋白質は皮に多く，脂質は中型魚は血合肉に多いが，小型魚は皮に多い。エキスＮは小型魚の､ｌ

食部に多い。ｎJ食部の脂質はトリグリセリドが80～90％を占めている。卵巣にはＳＥ＋ＨＣが50％

と多い。脂肪酸はC16:0酸が多く，Ｃ18:l酸，Ｃ22:6酸の順に多い。ＥＰＡ，ＤＨＡの分布は試料

魚により差異は認められたが，全部位においてＤＨＡはＥＰＡの２～３倍多い。タウリンは血合肉

に多く普通肉は少なかった。ビタミン類はリポフラビンを除き小型より中型魚の方が多い傾向が認

められた。

３．ヌタウナギ

試料は全て卵を抱えた雌であった。一般組成では卵の蛋白質が多く，脂質含量は全部位で20％前

後となっている。エキスＮは可食部で全Ｎに占めるエキスＮが20％を上回っている。脂質は各部位

ともトリグリセリドが90％を占め，脂肪酸はＣｌ８:1酸が多く次いでCl6:O酸となっている。ＥＰＡ

は卵に多い。エキス成分は可食部に多く，プロリンを420,8含有している。タウリンは全体的に少

ない。皮のリポフラビンはヤツメウナギと同等の含有量を示した。Ｃａはいずれの部位も低かった。

４．ウマズラハギ

脂質は内臓に集中しており，可食部は少ない。また可食部はリン脂質が65％を占め．トリグリセ

リドは極めて少ない。脂肪酸はいずれの部位もCl6:l酸，Ｃ18:l酸，Ｃ22:6酸が多く．ＥＰＡ，Ｄ

ＨＡは内臓に集中している。ｎJ食部のタウリンはエキス成分の70％を占めている。Ｃａ，Ｚｎは皮に

多かった。
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